研修出張様式５


研修報告書

	所　　属　　南山苑　　　　　　　　　職　種　作業療法士　　　　　氏　名　中村　眞人　　

	期　　間　　平成　２８　年　2月　10日　

	出張目的　高齢者虐待防止研修会参加のため

	出 張 先　八戸市総合福祉会館

	研修に関する考察（プログラム毎に）　　　　　　　研修要旨（プログラム毎に）


・介護の現在

現在は施設か在宅ではなくなり、介護保険により選ぶ権利がうまれている。また認知症サポーター養成講座、認知症カフェなどの地域での取り組みが増えている。しかし偏見や介護にお金がかかる、理解不足から受診が遅れるといった課題も残されている。

・虐待について

高齢者虐待の要因となるものとして1介護ストレス2介護者の心身の影響3認知症の対応4高齢期の貧困問題5人間関係が影響する。

高齢者虐待とは1身体的虐待2心理的虐待3経済的虐待4性的虐待5介護･世話の放棄（ネグレクト）の5種類の型がある。

高齢者虐待防止は高齢者の権利と利益の養護し尊厳を守ることが重要となる。尊厳とは「人格に備わる、何者にも優先し他のもので取って替わることの出来ない絶対的な価値」とされており、人が手段や目的としてモノ扱いされたときに尊厳が侵害される。これらのことから、高齢者の権利と利益がそこなわれ尊厳が侵害されたときに高齢者の虐待となってしまうと推測される。

・認知症について

認知症は中核症状、環境・心理状態、性格・素質などの要因からBPSDが起こる。　　　　　　　　　　　　　　　　それぞれの認知症の特徴を理解し接することが大切。

記憶は内容による記憶と質による記憶に分類される。内容による記憶はエピソード記憶、意味記憶、手続き記憶質による記憶は具体的な記憶、情動的な記憶にそれぞれ更に分類される。

記憶の場合は内容に関しての記憶より質による記憶の方が保持されている傾向にある。

同じことを何度も聞き返す認知症の方の場合、根気良く対応するのではなく場面の転換を図ってみることがよい。

また同じことを何度も繰り返して聞くという行動は記憶の障害のみの影響ではなく、気になって何度も確認する、性格、自分へ関心を向けたい、それしか話題がないなど様々な要因や、介護者の性格や対応が影響して同じ事を何度も聞き返すなどといった行動を行っていることもある。

そのヒトを取り巻く環境や、そのヒトの性格などを理解しなぜそのような行動（症状）が出現するのか考えケアを行って行かなければならないと考える。またその人をとらえるという事が虐待の防止に繋がっていくのではないかと考えられる。

· まとめ

ケアを行っていく上で虐待を防止する為には、人としての尊厳を考えて行動すること、またケアを行う側の心身の状態も重要だと考えられた。今回の研修にて考えたことを日々、業務する上でも意識し虐待とならないケアを実践していきたい。
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